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その結果、DSC より得られる熱変性温度（Tm）と CDR の pI が低いほど可溶性重合体
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2. 至適条件の設定が難しく、抗体への適用例も無かった HF5 について、各種分析
パラメータや移動相組成を検討し最適化することにより、適用範囲を大きく拡大
できることを明らかにした。また、最適化条件での HF5 は、AUC や AF4 と同等
以上の性能を有していることを示した。 
3. IgG1 抗体について、DSC より得られる Tm と CDR の pI が低いほど可溶性重合体
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